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 新型コロナウイルスの感染もようやく終息の兆しが見えてきましたが、まだまだ油断できません。どう

してもコロナへの配慮に関心が向く日常生活になると思いますが、災害はいつ来るか予測がつきません。

今一度、防災について考えてみましょう。今回は、自主防災隊各部から、各家庭での常日頃の備え、そし

て被災した時の対応についてお知らせします。ご覧頂いて、災害時のお役に立てて頂ければ幸いです。 

和合町自主防災隊 隊長 仲田 始 

自主防災隊各部からのお知らせ 

１ 消火部より 

   日常各家庭においては、次の事項について重点的に点検整備をお願いします。 

    ・火気使用設備器具の整備とその周辺の整理整頓 

・可燃性危険物品等の保管方の徹底 

・消火器等消火資器材の設置及び小バケツ等の配備 

・住宅用災害警報機の設置の徹底 

２ 避難誘導部より 

   ・災害発生後揺れがおさまるまで柱のそば、又は机の下等落下物のない安全な所に静止し、その後隣近所火 

の始末を呼びかけ合う。在宅避難が困難と判断した時は、第 1 次避難所に避難する。 

・避難する時には、靴を履きヘルメット・防災頭巾(部・組・班・氏名・血液型を明記)等を着用して、避難し易く

身の安全を確保できる身軽な服装で避難する。また、非常持出品袋は極力持参する。 

・防災カードに必要事項を記載し、必ず携行すること。 
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 ※別途「防災カード」を配布しますので、必要事項を 

記載の上保管しておいてください。 

 

 

・昨年配付された避難場所位置図及び泉小までの避難経路図を、見やすい場所に掲示すること。 

３ 物資部より 

  ・避難する時には、自宅で備蓄してある非常食を携行すること。 

※ 家屋の中の見やすい場所に掲示しておいてください。 

 避難経路図(令和元年配布済) 

令和２年度 保存版 加入世帯 

全戸 

配布 


